
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなに楽しんでもらいたい。」そんな思いを胸に、子どもたちがつく

り上げた「キラキラスターフェスティバル」。体育館には、笑顔と拍手があ

ふれ、一人一人が輝く時間となりました。今日は、２・３・５年生で、明

日は１・４・６年生の発表です。全校のみんなが参加できるクイズ、会場

中が笑顔になるお笑い、息の合ったダンス。どの発表にも、「楽しんでもら

いたい」という相手を思う気持ちが込められていました。 

その舞台の裏では、友達と声をかけ合いながら何度も練習を重

ねる姿がありました。「もう一回やってみよう」「そこ、そろえよ

う」と励まし合う子どもたち。そして、その思いに応えるように、

先生方も一緒に動きを確認したり、アイデアを出し合ったりしな

がら、本気で子どもたちと向き合っていました。 

しかし、このフェスティバルをつくったのは、発表する子ども

たちだけではありません。会場では、手拍子を送り、笑顔で楽し

み、大きな拍手で仲間を応援する姿がたくさん見られました。発

表のときにはしっかりと相手を見て、終われば惜しみない拍手

を送る。その一つひとつの姿が、発表する子どもたちの力となり、

会場全体に温かな一体感を生み出していました。 

本校では今年度、「みがき合い、高め合う心と言葉、温かいか

かわりとけじめが息づく柞田小教育の深化」を重点目標として

教育活動を進めています。今回のフェスティバルでは、その目標

が子どもたちの姿として表れていました。 

思い切り楽しむときは、思い

切り楽しむ。友達の発表は、しっ

かりと見て、心から応援する。そ

の「楽しむこと」と「応援するこ

と」のけじめがあるからこそ、一

人ひとりが安心して挑戦し、自

分らしく輝くことができます。 

これからも、子どもたちが互いの

よさを認め合い、励まし合いなが

ら、一人一人が自分らしく輝ける学

校、そして、温かいかかわりとけじ

めが日々の姿として息づく柞田小

学校を目指してまいります。 
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